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Ⅰ．はじめに

　GIGAスクール構想の実現により，一人一台端末と高
速大容量の通信ネットワークの整備が進んでいる。文部
科学省（2019a）は「GIGAスクール構想の実現へ」と
いうリーフレットの中で「特別な支援を必要とする子ど
もを含め，多様な子供たちを誰一人取り残すことなく，
公正に個別最適化され，資質・能力が一層確実に育成で
きる教育 ICT環境を実現する」と述べており，GIGAス
クール構想の中でも特別支援教育における ICT活用が

期待されている。
　特別支援学校では，小中学校が GIGAスクール構想に
よって一人一台端末を導入する以前から ICT環境の整
備が進んできた。その中で，国立特別支援教育総合研究
所（2016）は，ICT活用を中心に全国の特別支援学校に
おける学習上の支援機器，教材・教具等の使用状況並び
に，その活用の現状と課題を把握することを目的として，
2014 年 8 月 7 日から 11 月 30 日の間にアンケート調査
を実施している。その結果，特別支援学校で ICT機器
を活用した指導に用いられる機器は「タブレット型コン
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ピュータ（iOS）」が 31.0%，「コンピュータ画面を拡大
表示する機器」が 23.2%，「教育用コンピュータ」が
16.7%の順で多いことが明らかになった。このように特
別支援学校では，2014 年の段階でタブレット型コン
ピュータ（以下，タブレット端末と統一して表記する）
がメインの機器として導入されており，現在に至るまで
タブレット端末などの ICT機器を用いた支援が推進さ
れてきたと考えられる。タブレット端末は持ち運びが容
易であり，タッチパネルによる直感的な操作が可能であ
る点が特徴である。さらに特別支援学校で多く導入され
ている iPadは，カメラや動画機能が付属しており，音
声読み上げ機能などのアクセシビリティが豊富で，個々
に合わせたカスタムが行える点でも有用である。
　特別支援学校の対象障害種は視覚障害，聴覚障害，知
的障害，肢体不自由者又は病弱（身体虚弱を含む）であ
り，それぞれの学校でタブレット端末は活用されている
が，障害の特性によってその活用内容は大きく異なると
考えられる。そのため，本論文では知的障害特別支援学
校に限定して，これまで児童生徒がどのようにタブレッ
ト端末を活用してきたのかについて検討する。
　知的障害特別支援学校では近年 ICTを活用した学習
が多くの学校で導入され，軽度・中度の知的障害児にとっ
ては有効であると考えられてきた（石田・野村，2021）。
石飛・岡田（2021）は，特別支援学校の ICT活用にお
いて最も多い活用方法は教員の説明・資料提示であると
報告し，現場での ICT活用の主体は教員であることを
明らかにしている。しかし，GIGAスクール構想で一人
一台端末が実現されることにより，以前よりも児童生徒
自身が学校内での学習場面や余暇の場面でタブレット端
末を操作する機会が増えると考えられる。発達に遅れや
偏りを持つ子供たちのための指導アイデアや実践事例を
掲載している情報誌である「特別支援教育の実践情報 6
・ 7 月号　 1人 1 台端末の ICT普段使いアイデア」（特
別支援教育の実践研究会，2022）では，授業で ICTを
利活用するアイデアが 28 個掲載されている。その中で
も，教員がビデオなどを使い説明したり，プレゼンアプ
リを使って資料を掲示する活用方法ではなく，児童生徒
が直接タブレット端末に文字を書いたり，数字を打ち込
んで計算をしたり，写真を撮ったりする活用方法が 28
個中 26 個で報告されており，児童生徒が自分自身でタ
ブレット端末を使用し学習する活用方法が進んでいるこ
とが示された。今後 ICT活用の主体は教員から児童生
徒へと移り変わっていくことが予測される。さらに，一
人一台タブレット端末が整備されることで，授業での活
用のみならず，個々の障害特性に合わせたアクセシビリ
ティを得ることも可能となる。このように知的障害特別
支援学校における ICT活用は，これまで以上に必要性
が高まると予想される。

　特別支援教育における ICT活用の視点として，文部
科学省（2020b）は二つの視点を明示している。「①教科
指導の効果を高めたり，情報活用能力の育成を図ったり
するために，ICTを活用する視点」と「②障害による学
習上または生活上の困難さを改善・克服するために，
ICTを活用する視点」である。そして，この二つの視点
を軸に，各教科指導や自立活動において，個々の実態に
応じて ICTを活用していくことを示している。さらに，
文部科学省（2020b）は，「障害の状態やそれに伴う学び
にくさは多様かつ個人差が大きく，障害のない児童生徒
以上に『個別最適化した学び』≒『特別支援』が必要」
と記載した上で，知的障害によるコミュニケーションの
困難を支援するために，ICT機器の活用が有効であるこ
とを示している。このことから，知的障害特別支援学校
のタブレット端末活用の実態として，各教科指導や自立
活動における活用と同時に，意思表示を支援するための
活用があると考えられる。また，石飛・岡田（2021）の
中で，ICTを使用した教科として「生活単元学習」「作
業学習」「遊び」「日常生活の指導」「音楽」「国語」「理科」
「情報」「体育」「クラブ」「自立活動」「その他」があげ
られている。教科指導や自立活動，生活単元学習の他に
「遊び」「クラブ」があげられており，これらの指導の中
でタブレット端末が活用されていると考えられる。しか
し，文部科学省（2020b）の指摘は特別支援教育全般の
視点で述べられたものであり，石飛・岡田（2021）も「視
覚障害」「肢体不自由」「病虚弱」「知的障害」など多数
の障害種にわたっての活用方法を調査したものである。
そのため，知的障害特別支援学校に着目して ICTの活
用場面や活用方法を整理する必要がある。
　そこで本研究では，知的障害特別支援学校における児
童生徒のタブレット端末活用方法について，活用場面の
カテゴリーごとにわが国における研究論文や実践報告を
整理し，各場面でどのような活用がなされているのかに
ついて検討することを目的とした。

Ⅱ．方　法

１．文献の選定方法

　「知的障害特別支援学校，タブレット」というキーワー
ドを用いて，検索日である 2022 年 9 月 12 日までにイン
ターネットに公開されている文献を抽出した。その結果，
Google scholar で 102 件，CiNii Research で 13 件，J －
STAGEで 30 件が抽出された。各検索エンジンで抽出さ
れた文献のうち重複する論文が 30 件あったため，実件
数は 115 件であった。そして，この 115 件のうち，今後
の学校現場での一人一台端末の活用を想定し，「①タブ
レット端末を利用していること」「②知的障害特別支援
学校で行われた支援・実践であること」「③タブレット
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端末は児童生徒が使用していること」の 3点の基準を満
たしている 27 件の文献を本研究の分析対象とした。

２．活用場面の分類

　上記のように抽出した 27 件の文献を活用場面ごとに
整理した。
　活用場面のカテゴリーは，文部科学省（2020b）と石飛・
岡田（2021）を参考に作成した。具体的には，「①教科
指導の効果を高めたり，情報活用能力の育成を図ったり
するために，ICTを活用する視点」として「教科学習」「生
活単元学習」「自立活動・特別活動」「遊び・クラブ」の
4つのカテゴリー，「②障害による学習上または生活上
の困難さを改善・克服するために，ICTを活用する視点」
として「補助代替コミュニケーション（Augmentative 
and Alternative Communication，以下 AAC）」の 1つのカ
テゴリーを想定した。
　さらに，「教育の情報化に関する手引き　第 4章　知
的障害のある児童生徒の ICT活用」（文部科学省，
2019b）では，タブレット端末で用いるさまざまなアプ
リケーションが開発されていることについて触れてお
り，新規のアプリケーションの開発や導入が進んでいる
ことを考慮して，活用場面ではないが分類するカテゴ
リーとして「開発・導入」を加えた。

Ⅲ．結果と考察

　本研究では「遊び・クラブ」のカテゴリーに分類され
る文献が抽出されなかったため，「教科学習」「生活単元
学習」「自立活動・特別活動」「AAC」「開発・導入」の
5つのカテゴリーに分類された文献を分析対象とした。
　表にそれぞれのカテゴリーごとの対象，目的，タブレッ
ト端末の活用方法，評価方法について示した（「教科学
習」：表 1，「生活単元学習」：表 2，「自立活動・特別活動」：
表 3，「AAC」：表 4，「開発・導入」：表 5）。なお，タブ
レット端末の活用方法の欄では，文献内でタブレット端
末の活用が記述されている箇所を抜き出し，◯に方法を，
●に結果を示した。

１．先行研究におけるタブレット端末の活用

　１）教科学習

　教科学習のカテゴリーには，10 件の文献が分類され
た。具体的には，保健体育，家庭科，音楽，情報（プロ
グラミング），国語，算数（数学），でタブレット端末が
使用されており，そのうち 5件で動画視聴・動画撮影な
ど動画を用いた活用方法が報告された。保健体育では動
画視聴を通して活動量を記録し，数値の変化を比較した
ところ，運動量の確保に繋がったことや（三浦他，
2013），動画視聴や運動の様子を撮影してリアルタイム

でフィードバックし，跳躍の記録を比較したところ半数
の生徒の成績が向上したことが報告された（水内・青山・
山西，2018）。しかし，水内他（2018）の動画視聴・動
画撮影によるフィードバックでは，成績が上がらなかっ
た半数の生徒はむしろ成績が低下することとなり，全て
の生徒に同じ教育効果が認められなかった。水内他
（2018）は，これについて運動企画や協調運動に困難さ
がある生徒はリアルタイムなモニタリングによるフィー
ドバックがパフォーマンスに妨害的に働いている可能性
を指摘し，さらにモニタに自らの姿が映るとパニックに
なる生徒も存在したと述べ，より児童生徒の特性に合わ
せた活用方法が求められることを指摘している。さらに，
家庭科の授業実践では，実習や実践を行うことに困難が
ある児童生徒にビデオ活用が効果的であるとした八幡
（谷口）・倉田・長田（2022）や，児童生徒が自身で動画
を撮影し行動を振り返ることによって自己理解に繋がる
とした齋藤（2016）の報告があげられた。八幡（谷口）
他（2022）と齋藤（2016）は，児童生徒の様子の観察か
ら動画活用は教科学習の活用方法として一定の教育効果
があることを示した。
　また，教科学習では 2021 年から 2022 年の間に行われ
た遠隔教育の実践についても報告されている（遠藤他，
2021・八幡（谷口）他，2022）。遠藤他（2021）は，新
型コロナウイルス感染拡大による臨時休校期間に，小学
部から高等部それぞれが動画配信を行い，保健体育，音
楽，学校の様子などの動画を配信した。動画の視聴につ
いて保護者にアンケートをとったところ，回答のあった
57 の家庭のうち，54 の家庭で配信された動画教材を見
ていたことが報告され，教職員 33 名にアンケートをとっ
たところ，9割の教職員が「制作した動画教材が子ども
たちの学校生活に良い効果があった」と回答しており，
遠隔教育が学校生活にも良い影響を与えることを示し
た。文部科学省（2018）は，「遠隔教育の推進に向けた
施策方針」の中で，遠隔システムを活用した教育の推進
について述べている。また，岸田他（2022）が都立知的
障害特別支援学校高等部 28 校を対象にし，不登校の現
状を調査したところ，91%が「不登校児童が在籍して
いる」と回答しており，各学校が遠隔システムを用いた
オンラインでの支援や，本人との情報共有を計画してい
ることが示されている。先述した文部科学省（2018）の
「遠隔教育の推進に向けた施策方針」の中でも，不登校
児童などの事情により通学して教育を受けることが困難
な児童生徒の学習機会の確保としての遠隔教育が推進さ
れていることから，今後は，新型コロナウイルス感染拡
大による遠隔システムの活用の中で得た知識や経験が，
不登校支援にも活用されていくことが期待される。
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　２）生活単元学習

　生活単元学習のカテゴリーには，3件の文献が分類さ
れた。久野・福山・前山（2020）は 3学年にわたる生活
単元学習の実践を報告しているが，その中でタブレット
端末の活用が報告されているのはWEBを用いた調べ学
習の段階のみであり，その他の活動では活用されていな
かった。
　石飛・岡田（2021）は，特別支援学校における ICT
機器の活用状況の報告の中で，最も活用されている教科
は生活単元学習であると報告している。久野他（2020）
の例のように，タブレット端末の活用は生活単元学習の
一場面としての活用が多いと思われる。しかし，武富
（2022）はプログラミング教育を生活単元学習として位
置付け，WEB検索のような一場面のみの活用方法では
なく，タブレット端末の活用を中心とした実践を行って
いる。武富（2022）は担当教員による指導内容の評価や，
授業の様子の録画，指導の前後の CAB（認知能力伸長
検査）の比較をとおして，プログラミングの指導は知的
障害のある児童生徒が相互に学び合い，主体的に試行錯
誤を行いながら知識・技能を高めるアクティブラーニン
グとして機能したことを報告した。このようなプログラ
ミングによる活用が進むことで，今後は生活単元学習の
中の一場面での使用だけにとどまらず，プログラミング
などを用いて学習のメインとしてタブレット端末が活用
されると考えられる。

　３）自立活動・特別活動

　自立活動・特別活動のカテゴリーには，7件の文献が
分類された。特別活動では特に「朝の会」の場面で活用
されており（小野他，2017），担任教員・保護者からの
聞き取りやエピソードの収集を通して，教科指導の場面
だけでなく児童生徒の日々の活動においてもタブレット
端末の活用が有効であることを示した。また，活用場面
は特別活動であるものの，活用の方法はコミュニケー
ションを代替していることから，AACとしての活用が
自立活動や特別活動の場面にも取り入れられていること
が示された。さらに，7件の文献のうち 3件がプログラ
ミングに関する活用方法であり（山崎・水内，2018a・
山崎・伊藤・水内，2020b・山崎他，2020a），授業の動
画撮影を通じた観察（山崎他，2020b）や，指導前後の
心理検査の比較（山崎他，2020a，山崎他，2020b）から
タブレット端末を用いて児童生徒がプログラミングを理
解し，その中でコミュニケーションや相互理解を深める
ことが示された。また，ビデオセルフモデリング（高橋・
大竹，2016）や，多感覚を用いた教育実践（藤澤・田中・
高橋，2021）にもタブレット端末が使われるなど，自立
活動・特別活動の活用場面では幅広い活用方法が示され
た。

　４）AAC

　AACのカテゴリーには，3 件の文献が分類された。
自立活動・特別活動の部分でも述べたように自立活動・
特別活動のカテゴリーに整理された文献でも朝の会での
発表を目的として AACとしての活用方法が用いられて
いるが，この AACのカテゴリーでは活用目的そのもの
がコミュニケーション補助であるものを分類した。
　分類された 3件中 2件の文献でドロップレット・プロ
ジェクトが開発した VOCAアプリである「Drop Talk」
（ドロップレット・プロジェクト，2022）が使用されて
いた（山崎・水内，2019・髙津他，2021）。タップする
ことで登録された音声を読み上げることができる Drop 
Talkは，コミュニケーションが難しい児童生徒のコミュ
ニケーションを促進する効果が示され，有用であること
が著者による観察と担任教員・保護者からのエピソード
の聴取により明らかになった（髙津他，2021）。さらに，
山口（2022）は動画を用いた日常場面でのあいさつの学
習や，クイズ形式で語彙の学習を行った。学習の様子を
動画で記録し評価することに加え，言葉の課題の正答数
の比較を行った結果，挨拶や要求の表出頻度が増加した
ことがわかり，タブレット端末による学習がコミュニ
ケーションの促進につながったことを報告した。藤野・
盧（2010）では，AACの手段として絵カードや写真カー
ドなどの手段が多く使用されていることを報告してお
り，入山・山田（2017）でも同様に AACの手段として
絵カードや写真カードが多く使用され，VOCAやパソ
コンが低い状況が報告された。しかし，その後タブレッ
ト端末の普及と，Drop Talk（ドロップレット・プロジェ
クト ,2022）などの無料で使用できる AACアプリが増
加していることから，今後はタブレット端末を用いた
AACがより普及することが期待される。

　５）開発・導入

　開発・導入のカテゴリーには，4件の文献が選定され
た。導入として，国語科の読み学習アプリケーションの
実践が報告されている（丹治他，2018）。タブレット端
末に記録された学習結果をもとに分析したところ，2つ
の事例のうち，1件は読みの改善が認められたが，1件
は認められなかったことが示されており，タブレット端
末は活用方法によってすべての児童生徒に有用ではない
ことを示した。さらに，適応行動獲得のために
PowerPointを使って教材の開発をおこなった報告（山崎・
水内，2018b）では，3つの教材の開発をタブレット端
末と PowerPointのみを用いて行っており，タブレット
端末一つで複数の教材が開発できる利便性を示してい
る。また，原田康徳によって開発されたビジュアルプロ
グラミング言語を用いた「Viscuit」（合同会社デジタル
ポケット，2021）を使用したタブレット教材を開発した
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深川・野元・野口（2021）は，知的障害のある児童生徒
の学習に「Viscuit」を用いたタブレット教材が効果的で
あることを示し，教員へのインタビューを通して開発し
たタブレット教材を用いてプログラミングの実践を行う
ことが教員の意欲的なプログラミング習得のきっかけに
なり得ることを報告した。

Ⅳ．まとめ

　カテゴリーごとの結果を整理し，その特徴について結
果と考察で述べた。まとめでは各カテゴリーに共通して
みられた要素を述べ，今後のタブレット端末の活用につ
いて考察する。
　共通してみられた要素は以下の二点である。
　一点目は，タブレット端末の活用方法は，活用場面ご
とに特徴はあるものの，複数のカテゴリーの活用場面で
同じ方法が使用されている点である。例えば，教科学習
や特別活動の中で，AACとしてもタブレット端末が活
用されている場面が見られた。AACとして使用する場
合，児童生徒は発話に困難があるなどコミュニケーショ
ンが難しい状況にある場合が多く，学校生活のすべての
場面でタブレット端末を活用できる。今までは絵カード
や別のコミュニケーション用の端末などを組み合わせて
いた場面でも，タブレット端末が一台あればコミュニ
ケーションと学習を同時に同じ端末で行うことができ
る。屋外などでタブレット端末と絵カードを同時に出す
ことが難しい場面を想定した場合，タブレット端末を用
いる利点は大きいと考えられ，さらなる活用が期待され
る。
　二点目は，タブレット端末を用いたプログラミング学
習が教科学習・生活単元学習・自立活動と異なる学習場
面で行われており，プログラミング学習ではさまざまな
活用方法が見出されている点である。知的障害特別支援
学校では，「Viscuit」（合同会社デジタルポケット，
2021）や，e-Craft（2021）の提供している「embot」，株
式会社アーテック（2022）が開発・販売している「alilo」，
ROBOT LIFE（n.d.）の提供している「codey　rocky」な
どを用いてプログラミング学習が行なわれていた。知的
障害特別支援学校を対象としたプログラミング教育の実
践はいまだに少ないことが文献の中でも指摘されており
（山崎他，2020a），教育内容や方法，効果に関する検証
がなされている段階である。その中で，深川他（2021）
のように「Viscuit」（合同会社デジタルポケット，2021）
を使用したタブレット教材の開発が進むなど，児童生徒
の学習の目的に合わせて今後さらに発展していくことが
期待される。
　さらに今後の課題について，二点述べる。
　一点目は，実践報告における評価方法についてである。

5つのカテゴリーの実践報告 27 件のうち，評価方法と
して著者や保護者・教員による観察が用いられているも
のが 22 件見られたが，観察場面の録画を通して生徒の
様子や発言を詳細に取り出しているものもあれば，教員
の観察によるエピソードを切り取って記述しているもの
もあり，実践の評価方法にはばらつきが見られた。文部
科学省（2020a）は，客観的な根拠を重視した教育政策
の推進を今後の教育政策の遂行にあたって特に留意すべ
きであると述べており，知的障害特別支援学校において
も客観的な根拠のある教育実践は重要であると考えられ
る。タブレット端末を用いた教育効果についてもより客
観的な根拠のある実践報告が求められる。
　二点目は，個別最適化した学びとしての活用方法の継
続的な検討である。先行研究のそれぞれが児童生徒の持
つ様々な特性にあわせて行われていた。知的障害特別支
援学校の中でも，タブレット端末の活用は児童生徒それ
ぞれの特性に合わせた支援が必要とされている。今後は
一人一台端末が実現した後のタブレット端末の実践を収
集し分析を行い，個別最適化した学びとしての活用方法
を継続的に検討していくことが課題となる。
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表１　先行研究におけるタブレット端末の活用（教科学習）

筆者 対象 目的 タブレット端末の活用方法 評価方法
三浦尚介，鈴木直樹，
小林　巌，奥住秀之，
渡邊貴裕，今井茂樹，
笠松具晃，濱田信哉，
上野佳代，齋藤裕一，
伊藤久美子，尾高邦生，
亀田隼人，小泉浩一，
中村昌宏，山内裕史，
相場奨太，佐藤和紀
（2013）

特別支援学校高等部
1年から 3年の各学
年 1名，合計 3名

ICT機器を活用するこ
とにより，家庭と連携
しながら，生徒が主体
的に自己の健康につい
て考え，体重管理や意
識化を図れるように支
援すること。

◯対象者に授業場面で iPadにインストールしたエアロビク
スの動画を用いて，個別にエクササイズを実施する。上記
の手続きを得て，冬季休業中に家庭に iPadを持ち帰り，エ
クササイズを実施する。
●対象者は授業や家庭で iPadを操作し，エクササイズに取
り組むことができた。特に冬季休業中の家庭での実践にお
いても十分に取組，運動量の確保につなげることができた。

活動量をエクササ
イズノートに記録
し，数値の変化を
比較。

齋藤大地
（2016）

知的障害特別支援学
校中学部 2年生 7名

家庭において生徒が
「くらし」の学習内容
の予習をすることで，
学校では“他者と共に
学ぶ活動”ができるよ
うになること。

◯「くらし」の授業のデジタル教科書が入ったタブレット
端末を配布し，授業の予習を家庭で行った。さらに，家庭
での取り組みの様子をタブレット端末に録画し，それを生
徒間で共有した。
●各生徒が習得した技能や知識を活用し，課題に集団とし
て向き合う中で，生徒の間に学び合いや支え合いが生まれ，
それまで以上に自己理解，他者理解につながった。

著者による観察。

水内豊和，青山真紀，
山西潤一
（2018）

特別支援学校の中等
部 1～ 3年生の生徒
17 名（ 1年生男子 3
名，女子 2 名，2 年
生男子 6 名，3 年生
男子 4名，女子 2名）

体育科「立ち幅跳び」
で ICTを活用した授
業を実施し，ICT活用
の有無並びに跳躍方法
の違いによる生徒の学
習成果から，その有効
性と課題を検討するこ
と。

◯生徒が飛んだ様子を iPadで撮影し，特に成績の良かった
ものを授業の初めに見せ，ポイントを注目させながら振り
返る。授業の導入時に，教師の模範試技を動画にしたもの
をアプリ「Coach My Video」にてスロー再生しながら見せる。
iPadは撮影用とモニタ展示用に使用した。
●全体導入時に「Coach My Video」アプリを使用し，試技時
に個々の生徒にリアルタイムフィードバックを導入したと
ころ，半数の生徒は成績を伸ばしたが，半数は下がった。

当日の跳躍の記録
を比較。ポイント
を意識して取り組
むことができたか
についての自己評
価。

水内豊和
（2019）

特別支援学校小学部
のある 479 校

プログラミングの実施
状況と課題を明らかに
すること。

プログラミング教育の実施内容として，「embot」を使用し，
タブレット端末でプログラミングを行いダンボールロボッ
トを動かす例を紹介している。

アンケート結果の
集計。

山崎智仁，水内豊和，
山西潤一
（2019）

特別支援学校の小学
部 5年生の A児

知的障害特別支援学校
小学部における知的障
害児童に対する国語科
指導において ICTを
活用することを通じ，
教科学習の目標を達成
すると共に，ICTの主
体的使用の担い手とし
て ICTスキル獲得を
目指す。

◯タブレット端末で PCの文字入力を行うことができるアプ
リ
「Flick Typer BT」を使用し，フォームに文字を入力する。
●キーボードでは情報量が多く任意の文字を探すことがで
きなかったが，タブレット端末では手元に画面があり，表
示される情報量も少なかったため，フリック入力で文字入
力をすることができるようになった。

著者による観察。
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甫立将章，内倉広大，
佐藤　誠（2019）

特別支援学校小学部
3年 Aさん（事例 1），
中学部 2 年 B さん
（事例 2），高等部
23 名（事例 3）

個に応じた ICTの実
践事例についてまとめ
る。

事例 1
◯タブレット端末を通して数える活動，まとめの発表を行う。
●タブレット端末を導入してから，離席の回数が減った。
感触遊びが減り，友達の活動の様子に視線を向けることが
増えた。
事例 2
◯アプリ「Bitsboard Pro」を用い，タブレット端末に片仮名
を登録。個別の学習活動の中で読みの正誤を確認する活動
を行なった。
●手続きが容易なため，一人でタブレット端末を操作しな
がら課題に取り組むことができた。またアプリの記録から
間違えやすい文字が明らかになり，字形の似た片仮名でも
混同せずに読めるようになった。
事例 3
◯就学奨励費を使用し，タブレット端末を購入。全員が必
要に応じて持参したり，学校に保管している。今までファ
イルにシートを貼る形式を用いていたものを，タブレット
端末に一斉送信できるデータ形式とした。
●生徒自らタブレット端末を用い，インターネットでバス
の行き方や時刻表を見る姿が見られた。紙媒体のファイル
であればインターネットが使えず，教員が提示する情報で
あったが，児童生徒自身が調べ学習ができるようになった。

事例 1
著者による観察。

事例 2
アプリへの課題の
正誤の記録。著者
による観察。

事例 3
著者による観察。

遠藤亮一，八木俊信，
斉藤　努，鎌田かおり，
草刈由香，今野智之，
村越郁哉，板橋　努
（2021）

特別支援学校の児童
生徒

新型コロナウイルス感
染拡大による緊急事態
宣言により休校となっ
た約 3 ヶ月間，知的
障害のある児童生徒の
学びをどのように保障
するかについて考え，
実践したことを報告す
る。

◯日常生活動作，体育的活動，音楽的活動，劇，農作業，
保健体育的活動，学校生活について，新年度を迎えるにあ
たってをテーマにした動画配信
●半数以上の過程でスマートフォンやタブレット端末を所
有しており，これらの情報通信機器を活用して配信動画を
活用していた。またアンケート調査を行ったところ，回答
があった多くの家庭で動画を視聴していた。

アンケート結果の
集計。

黒木美帆，小野真智子，
大島美和子，松山郁夫
（2021）

特別支援学校中学部
6名
（3 年生男子生徒 3
名，1 年生女子生徒
3名）

「電話で話そう」の国
語科の単元を通して，
生徒が意欲的に取り組
める国語の授業の在り
方や「聞く力・話す力」
を育む支援のあり方を
明らかにする。

◯ 3場面を想定し電話で話す練習を行い，発表の授業では
タブレット端末の通話の機能を用いて，教師と実際に電話
の受け答えを行った。また，口頭発表が難しい生徒の連絡
手段として，タブレット端末の Teamsアプリのチャット機
能を使用した。
●本単元では，見えない相手に話す学習で，全生徒が電話
に親しみ，それぞれ話す力をつけることができた。

著者による観察。

藤澤麻子，朝倉由里乃，
西浦修平，松本祐裕美，
横田香織，惠羅修吉，
松島　充
（2021）

特別支援学校高等部
7名

基準線に対して平行な
見えない線をイメージ
し，そのイメージを操
作活動の中で活用でき
るようになることを目
標とした

◯二人一組で活動をし，一人が椅子並べをし，もう一人が
平行に並べられているかどうかをタブレット端末を用いて
チェックシートに記入した。また，タブレット端末を用い
て平行線からずれがないか確認する活動を行なった。
●日常生活において平衡の関係に気付いたり，自ら進んで
活用したりする生徒の様子が見られた。

著者による観察で
評価基準となる三
点を評価。
生徒の変容をエピ
ソードを用いて考
察。

八幡（谷口）彩子，
倉田沙耶香，長田哲也
（2022）

特別支援学校高等部
1年
（授業実践）
高等部 1年生の Iく
ん（事例）

新型コロナウイルス感
染防止に留意した遠隔
授業と，ICTを活用し
た家庭科授業実践を分
析し，さらに個別最適
な学びを実現するため
事例紹介を行なった。

授業実践
◯就学奨励費を活用し，Zoomやロイロノート・スクール，
NHK for Schoolなどのアプリをインストールしたタブレット
端末を持ち帰らせた。衣服の手入れに関する授業について，
タブレット端末で NHK for Schoolの小学校家庭科のビデオ
を見ながら問題に気づかせ，汚れを落とすためのポイント
をまとめさせた後，実践した。
●特別支援学校で学ぶ生徒には，実験や実習を行うことが
困難な場合があるため，ビデオ活用により効果的な授業が
実現できると感じた。
事例
◯タブレット端末を使用し，買いたいものをロイロノート
でまとめて提出したり，NHK for Schoolで「カテイカ」を視
聴して買い物の失敗の防ぎ方を学ぶ。また意思決定につい
て，NHK for Schoolを視聴し考えた。さらに夏休みの課題を
ロイロノートによってやりとりした。
●目的に合った買い物や調理をするなど，課題に取り組む
ことができた。また，夏休み明けの学習でもWEB検索を利
用して整理することができ，情報活用能力が高まった。

授業実践
著者による観察。

事例
著者による観察。
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表２　先行研究におけるタブレット端末の活用（生活単元学習）

表３　先行研究におけるタブレット端末の活用（自立活動・特別活動）

筆者 対象 目的 タブレット端末の活用方法 評価方法

神山陽啓，加藤恭子，
金子　好，鎌田麻恵，
川俣和則，五月女智子，
坂本綾子，備前智史，
池本喜代正
（2019）

特別支援学校高等部
6名

自分の作業態度を客観
的に捉える力を身につ
け，主体的な勤労態度
につなげること。

◯客観的に自分の作業を捉え，自分で選択したり判断する
ためにタブレット端末の活用を行なった。作業中の写真や
動画を活用し，よくできているところや改善した方が良い
ところに印をつけたり，言葉を書いたりした。
●担当する清掃箇所に汚れが残っていないか，点検作業を
してから報告する姿が見られたり，仲間と相談しながらよ
り良い清掃手順を考えることができた。

生徒自身が自らの
作業を評価する。
著者による観察。

久野隆裕，福山佑香，
前山　齊
（2020）

特別支援学校中学部
10 名

特別支援学校中学部に
おいて，第 1学年当初
から第 2学年 1学期ま
で取り組んだ単元の内
容の発展などの経過に
ついて報告した。

◯生活単元学習で，学級菜園づくりに取り組んだ。その中で，
タブレット端末を用いて野菜について調べた。
●各単元においてタブレット端末で野菜の種類を調べるこ
とに繰り返し取り組んできたが，３学年になると育てたい
野菜について意見が出るようになった。また，協力して作
業を進める様子も見られるようになった。

著者による観察。

武富志郎
（2022）

特別支援学校小学部
の通常学級と重複学
級に在籍する 7名の
うち，通常学級に在
籍しブロックプログ
ラミングの指導が可
能と評価された男子
3名。

知的障害特別支援学校
小学部のプログラミン
グ教育において，特に
ロボット教材を用いた
プログラミングの指導
の可能性とその意義，
また心理的道具として
の可能性を明らかにす
る。

◯「alilo」「codey rocky」を教材として使用した。タブレット
端末を用いてアリロを操作したり，コーディーとタブレッ
ト端末を Bluetoothで接続するなどの操作を学習した。
●ブロックプログラミングの指導は，知的障害児が相互に
学び合い，主体的に試行錯誤を行いながら知識・技能を高め，
理解を深めるアクティブ・ラーニングとして機能した。

担当教員による指
導内容の評価。
授業の様子や理解
度を VTR映像・
指導記録を用いて
担当教諭・著者に
よる分析。
指 導 の 前 後 の
CAB（認知能力
伸長検査）の比較。

筆者 対象 目的 タブレット端末の活用方法 評価方法

高橋　彩，大竹喜久
（2016）

知的障害特別支援学
校小学部 1学年に在
籍する男子 1名。

ヒーローによる解説付
きビデオセルフモデリ
ングを制作し，その効
果を検討する。

◯対象児のヒーローである「カーズ」のキャラクターが登
場し，手を拭くことを促す動画を作成。トイレに行く直前
にタブレット端末を用いて教師と一緒にビデオを視聴した。
●事例において，ヒーローによる解説付きビデオセルフモ
デリング単体での効果は見られなかった。

標的行動を 3水準
にレベル設定し，
週 3回 1日 2場面
の観察を実施し，
評価した。

鳩山裕子，猪狩大樹，
廣木　聡，正保春彦
（2017）

知的障害特別支援学
校の中学部第 2学年
の生徒 6名
（男子3名・女子3名）

知的障害のある中学部
生徒を対象とする衣装
や着ぐるみを活用した
ドラマ活動の実践とそ
の成果を報告すること。

◯衣装や着ぐるみを着て役になりきった生徒の演技をタブ
レット端末で撮影し，大型テレビに写し，その都度シーン
に適した振る舞いができているかを振り返った。
●学級の総意をまとめる経験を多く積むことができ，学級
で行事の企画を話し合う場面などでも生徒同士が考えを伝
え合い，協力し合う姿が多く見られるようになった。

著者による観察。

小野　勝，阿部　崇，
小曾根和子，柘植雅義
（2017）

知的障害特別支援学
校小学部 4年生児童
6名のうち 3名

発話の困難な知的障害
児がタブレット型端末
を朝の会で使用すると
きの，一人ひとりに合
わせたアプリの選択や
調整のあり方を明らか
にすること。

◯対象児はタブレット端末を使って朝の会の流れや呼名を
再生し，司会役として朝の会を音声で進行した。呼名後の
質問にもタブレット端末で答えた。
●複数のシンボルから選択することが難しい児童には選択
すべきシンボル以外を薄くする，隠すことで正しく再生す
るように押すことができた。指先がぶれて再生しにくい児
童には練習画面を設定し練習することで安定して再生する
ように押すことができた。俯く傾向が強い時は，視線が向
いている太ももの上にタブレット端末を置いたことでシン
ボルを押すことができた。

ツールの活用と継
続について，担任
教員・保護者に聴
取。使用状況のエ
ピソードの収集。

山崎智仁，水内豊和
（2018）

知的障害特別支援学
校の小学部 5年生の
A児

知的障害特別支援学校
の小学部において行
なったプログラミング
教育の実践について報
告し，成果と課題を明
らかにする。

◯タブレット端末を直接操作して課題を解決する，タブレッ
ト端末のカメラ機能によりコードを読み取るなど
●プログラミング教育を自立活動にて行うことで，「環境の
把握」「心理的な安定」「人間関係の形成」「コミュニケーショ
ン」などの区分に効果が得られると考えられた。

A児の各授業にお
ける発言を記録し，
変化を比較。

山崎智仁，伊藤美和，
水内豊和
（2020）

知的障害特別支援学
校小学部の全児童17
名で自立活動に実施
した。さらに実践の
対象児を 5名選出し
た。

ビジュアル型プログラ
ミングツールを用いた
プログラミング教育の
有効性について述べ，
学習活動の中でコミュ
ニケーション能力など
が変容したか分析する。

◯タブレット端末でビジュアル型プログラミング言語ツー
ル「Viscuit」をインストールして使用。操作する対象を自分
で描くことができ，自由に配置することができる。
●活動当初は使い方を理解することが難しかった児童も，
教師と手順を確認しながら行うことで理解することができ
た。また，人間関係の形成やコミュニケーション能力の向
上を図ることができた。

授業を動画撮影し，
児童の行動や発言
から思考を推察。
指導前後の心理検
査を比較。

山崎智仁，絈野裕美，
鞍田奈緒美，
中坪真梨子，西井奈緒，
真田祥子，脊戸みちる，
砺波祐樹，伊藤美和，
水内豊和
（2020）

特別支援学校小学部
の全児童の中から 5
名（ 2 年生 1 名，4
年生 1 名，5 年生 1
名，6年生 2名）

自立活動「プログラミ
ング」の取り組みを紹
介し，プログラミング
教育のあり方について
考察する。

◯タブレット端末で「Viscuit」というツールを使用した。画
面全体に注目できるようタブレット端末と距離を取ったり，
大型テレビに画面を移したりした。
●操作に困難を示す児童はほとんどいなかった。一斉に児
童の制作物を画面に映し出すと，喜びを現した。

著者による観察。
指導前後の心理検
査の比較。

藤澤　憲，田中淳一，
高橋眞琴
（2021）

知的障害特別支援学
校小学部に在籍する
女児

自立活動の時間に多感
覚を用い，児童生徒と
教員との相互干渉を中
心とした定性データを
定量データへと変換す
る試みを紹介し，有効
性や課題について検討
する。

◯タブレット端末をタッチすると音が鳴るソフトを設置す
る。
●タブレット端末をタッチし音を鳴らし，「音鳴った」と発
声する。

多感覚を用いた自
立活動を動画記録
し，児童の様子と
指導者の働きかけ
に視点を置き行動
記録を記述した学
習データを図に示
した。
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表４　先行研究におけるタブレット端末の活用（AAC）

表５　先行研究におけるタブレット端末の活用（開発・導入）

筆者 対象 目的 タブレット端末の活用方法 評価方法

山崎智仁，水内豊和
（2019）

知的障害特別支援学
校の小学部に在籍す
る小学 5 年生の A
児

コミュニケーションに
誤学習をきたしている
小学部児童に対し，実
態に相応しい ICT機
器やアプリを使用し
て，適切なコミュニ
ケーションを指導した
実践を報告する。

◯タブレット端末でアプリ「Simple Mind Pro +」を使用し，
マインドマップを作成した。また，アプリ「Drop Talk HD」
を使用し，音声を流した。
●マインドマップを作成したのち，苦手なものを伝えるこ
とができた。Drop Talkで自分の気持ちに合わせた音声を選
択し，称賛の音声に喜ぶ姿が見られた。

教員・保護者によ
る観察。

髙津　梓，奥田健次，
田上幸太，田中翔大，
生田　茂（2021）

知的障害特別支援学
校小学部に在籍する
女児 1名

発話のない知的障害児
の AACの利活用につ
いて検討する。

◯ iPod touchおよび「DropTalk」のアプリを使用した。
●タブレット端末を導入したところ，呼名の頻度，要求・
報告，相手を指定した関わりが大幅に増加した。不適切な
関わりは減少した。

著者による観察。
ツールの活用と継
続について，担任
教員・保護者から
の聴取。
エピソードの収集。

山口章夫
（2022）

知的障害特別支援学
校小学部の知的障害
を伴う自閉症スペク
トラム児

ICTを活用して言葉の
表出を目指して学習し，
できることとできない
ことの実態把握を深め，
コミュニケーションに
ついてどのような点を
どのように指導するの
か明確にすること。

◯タブレット端末を用い，動画を用いて日常場面のあいさ
つと要求の言葉をわかりやすく提示し，音声だけでなく文
字も併用しながら正しい言葉遣いができるようにした。タ
ブレット端末でクイズ形式で語彙の課題をおこなった。
●挨拶や要求の表出頻度が増加した。身近なものの単語を
表出できるようになった。

学習の様子を動画
で記録。場面に適
した言葉が表出で
きた回数を比較。
言葉の課題の正答
数を記録し比較。
教員間で評価。

筆者 対象 目的 タブレット端末の活用方法 評価方法
生田　茂，遠藤高裕，
富山仁子，石飛了一，
坂井直樹，板倉恭子，
藤枝沙織，中富　玲，
五月女智子，
大島真理子，小畑文乃，
高鍬　裕，大前洋介，
山口京子，佐々木大輔，
久恒由美，原　伸生，
松本　晃，高橋麻由美，
尾崎敬子
（2018）

特別支援学校の児童
生徒

児童生徒の「困り感」
の軽減を目指して，「マ
ルチメディアを扱える
ドットコード」と
「Media Over機能を付
加した電子書籍」の手
作り教材を制作し，教
育実践を行う。

◯動画や音声，写真，Web Pageなどを iPadの画面上に再生
するために新しく開発された iOS対応のソフトウエア GCV
を用いてコンテンツを作成。スキャナーペンでドットコー
ドにタッチすることで iPadに動画などのマルチメディアが
再生される。
● iPadを用いて「バスケットボールの模範演技」を動画で
学ぶコンテンツを作成。スキャナーペンで触れることで
iPadの画面上に模範演技の動画が再生される。授業で活用
され，好評を博した。

GCVを用いたコ
ンテンツが作成さ
れた。
授業・文化祭展示
で好評であったと
報告（評価方法不
明）。

山崎智仁，水内豊和
（2018）

特別支援学校の小学
部児童 3名。小学部
4 年生の女児 A（事
例 1），小学部 4 年
生の男児B（事例2），
小学部 4年の男児 C
（事例 3）

日常の自然な生活文脈
に近い環境設定を行
い，適応行動スキル獲
得を目指すために作成
した ICT教材とその
実施の効果について報
告する。

事例 1
◯コンビニエンスストアの擬似 ICカードと，PowerPointに
て ICカード置き場を作成し，タブレット端末にて操作する
ことで買い物学習を行なった。
●当初 ICカードに戸惑っていたが，経験を重ねることで商
品を購入できるようになった。まとめ学習として実際のコ
ンビニエンスストアにて買い物を行った際も，ICカードを
利用して買い物をすることができた。
事例 2
◯路線バス会社の擬似 ICカードと，PowerPointにて ICカー
ド置き場を作成，さらにバスの降車ボタンを PowerPointに
て作成し，タブレット端末にて操作できるようにした。
●バスの乗車ルールやマナーを身につけ，ICカードを利用
した乗り降りや，アナウンスを聞いてボタンを押すことが
できた。
事例 3
◯ PowerPointで信号機を作成し，タブレット端末にて操作
し，横断歩道を渡る練習を行った。
●擬似の交差点で練習を重ねることで，赤色は止まること，
青色はわたって良いことがわかるようになってきた。

事例 1
著者・保護者によ
る観察。

事例 2
著者による観察。

事例 3
教員による観察。

丹治敬之，勝岡大輔，
長田恵子，重永多恵
（2018）

知的障害特別支援学
校に在籍する 2 名
（小学部 2 年の男子
児童，中学部 3年の
女子生徒）

タブレット端末で利用
できる刺激等価性の枠
組みに基づく読み学習
アプリケーションソフ
トの導入が学習にどの
ような影響を与えた
か，担任教師が抱える
指導上の課題を解決し
たのかについて実践事
例を通して検討する。

◯ひらがな単音の音読，ひらがな単語の音読，ひらがな単
語に合う絵の見本合わせ，ひらがな単語の文字配列，音節
表記の記号配列課題をタブレット端末で実施できる学習ア
プリを国語の時間に使用した。
● A児の読み課題成績は改善されたが，B児の読み課題成
績は十分に改善されなかった。児童の学習意欲の向上など
については評価を受けたが，自主学習や指導ガイドの作成
などについて改善要望が見られた。

ビデオカメラで撮
影し，タブレット
に自動記録された
学習結果をもとに
分析。担任教員に
指導効果について
のアンケートを
行った。

深川和良，野元　遥，
野口賢二郎
（2021）

特別支援学校小学部
1，2 年生各 3 名，
計 6名

ビジュアルプログラミ
ング言語を採用し，タ
ブレット教材の開発を
検討し，実践を通して
開発したプログラムの
効果を検証した。

◯ビジュアルプログラミング「Viscuit」を用いて街探検シミュ
レーションプログラムを開発。タブレット端末を用いて公
共施設までの道のりを確認することを通じ，公共施設を探
検したい期待感を高め，交通ルールを守ってタブレット端
末を操作。その後，校外学習として実際に目的地の公園ま
で出かけた。
●プログラムを操作できない児童も存在したが，サポート
があれば多くの場合は操作に支障はなかった。校外学習で
は，タブレット端末を用いたシミュレーションと実際の公
園までの道のりを関連させながら歩いている様子や，交通
ルールに関して適切に行動する様子が見られた。

交通ルールや道順
を意識して学習す
ることを目的とし
てタブレット教材
を開発。授業時と
校外学習時の様子
を観察。
授業を担当した教
員にインタビュー
を実施した。
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